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令 和 5 年 3 月 2 9 日 

 

国立大学図書館協会 

公立大学協会図書館協議会 各加盟館の長 殿 

私立大学図書館協会 

 

 

これからの学術情報システム構築検討委員会 委員長 

東京大学大学院人文社会系研究科 准教授 

大向一輝 

 

 

2023 年度ユーザーグループ本運用開始について（通知） 

 

 平素より大変お世話になっております。 

  

令和 4 年 10 月 25 日付国情研コ第 109 号でご案内しましたとおり、これからの学術情報

システム構築検討委員会では、図書館システム・ネットワークの利用機関が、学術情報資源

の基盤構築、管理、共有および提供にかかる活動を推進するための意見交換の場として、

2022 年 10 月 25 日（火）より「ユーザーグループ」の試行を行いました。この試行運用を、

2023 年 3 月 31 日（金）をもって終了いたします。 

そして、本ユーザーグループの本運用を 2023 年 4 月 1 日（土）より開始いたします。 

 

詳細につきましては、別紙、及びユーザーグループウェブサイト（当委員会ウェブサイト

内）をご覧ください。 

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/usergroup 

 

【参考ウェブサイト】 

「図書館システム・ネットワーク」につきましては、以下をご参照ください。 

 図書館システム・ネットワークプロジェクト 2022 

https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw 

 

 

               （本件担当・問い合わせ先） 

                これからの学術情報システム構築検討委員会 

                システムモデル検討作業部会 

https://contents.nii.ac.jp/form/usergroup-inquiry 
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1. ユーザーグループとは 

 ユーザーグループとは、学術情報資源の基盤構築、管理、共有および提供にかかる活

動を推進するために、「意見や情報の交換」、「共通課題の解決」、「人材の育成、能力

開発」などに関わる活動を行うグループです。 

 以下の方がご参加いただけます。 

①「図書館システム・ネットワーク」iの利用機関および当該利用機関で「図書館シス

テム・ネットワーク」の運営、そのデータ構築に関わる職員 

②その他、グループの目的に賛同する機関等で委員会が認めたもの 

※①は、申請手続き及び委員会の承認なく無条件で参加いただけます。 

 参加は無料です。 

 2023 年度の本運用より、ユーザーグループの運営は、これからの学術情報システム構

築検討委員会が設置する「ユーザーグループ運営作業部会」が行います。 

 ユーザーグループの構成員は、グループの目的を推進するため、課題、地域、設置母

体等のまとまりごとにサブグループを設置することができます。 

■サブグループの設定については、以下をご参照ください。 

図書館システム・ネットワーク ユーザーグループ・サブグループの運営に関する内規 

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2023-03/rule_ug_sg.pdf 

 

2. 2022 年度の試行について 

2022 年 10 月 25 日（火）よりユーザーグループ試行として、Discord（https://discor

d.com/）を利用した SNS の開設を行い、2022 年 12 月末現在で、参加者約 230 名、

約 120 件の投稿（委員会・作業部会、NII からの投稿を含む）がありました。 

第 35 回これからの学術情報システム構築検討委員会にて、ツールとしての Discord

の評価や、参加者の投稿などの検証を行った結果、2023 年度からの本運用でも Disco

rd をツールとして継続利用することが承認されました。 

試行運用において大きな問題はなかった一方で、個別課題の方向性を検討できる場と

しての活用はまだできていない点も指摘されたことから、今後、SNS は、何らかの意

思決定を目的とするものでなく、自由な意見交換の場であることを改めて説明すると

ともに、活発な意見交換を促す方策を、ユーザーグループ運営作業部会を中心に検討

していきます。 

 

3. 本運用以降の活動内容 

 2022 年度の試行に引き続き、利用機関とその図書館員等が自由に情報や意見を交換で

きるユ－ザーグループ SNS を提供します。具体的には、Discord を利用し、「これか

ら委員会ユーザーグループ」サーバ（複数人でのテキストメッセージ交換等が可能に

なる Discord のグループ機能）を立ち上げます。 

 Discord は無料アカウントでご利用いただけます。 

 ユーザーグループ SNS は、①テーマを決めず、気になる話題について話すフリート

ークチャンネルと、②特定のトピックについて話すチャンネルの２つのタイプがあり
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ます。 

2022 年度試行時に作成した以下のチャンネルは、2023 年度も引き続き運用します。 

 フリートーク(タイプ①) 

 日本目録規則 2018 年版 (NCR2018) の適用について (タイプ②) 

※「日本目録規則 2018 年版 (NCR2018) の洋書適用について」から変更 

 共同調達・運用の実現に向けた図書館システムガイドライン作成 (タイプ②) 

2022 年度試行時に登録いただいたユーザーは、2023 年度本運用後も引き続きご利用

いただけます。 

また、2022 年度試行時にいただいたコメントもそのまま引き継ぎます。 

 ユーザーグループ SNS での参加・発言は、各機関の情報セキュリティポリシーに従

ってください。 

 

4. Discord 利用方法 

 Discord は、インスタントメッセージやビデオ／音声通話を利用できる Discord 社に

よるサービスで、本ユーザーグループでは基本機能（無料）のみを使用します。 

 アカウント作成に際し、生年月日の入力を求められます。これは Discord 社がプライ

バシーポリシー（https://discord.com/privacy#_heading=h.3dy6vkm）に従って年齢

制限のあるコンテンツへのアクセスをコントロールするためのもので、この情報を本

委員会が使用することはありません。 

 Discord のご利用には、Discord の「プライバシーとポリシー」が適用されます。 

 Discord のサーバープロフィールのニックネームは「所属）氏名」を使用してくださ

い。 

 招待リンクは、「図書館システム・ネットワーク」 の利用機関および当該利用機関で

「図書館システム・ネットワーク」の運営、データ構築に関わる職員以外へは公開し

ないでください。 

 具体的な Discord の設定は以下のとおりです。 

1) Discord のアカウントを https://discord.com/ で作成する 

2) 当該アカウントでログインした状態で、招待リンクにアクセスしユーザーグルー

プサーバーに入る 

3) 招待リンク：https://discord.gg/uBTVG2K5bT 

試行時とは変更になっておりますので、2023 年 4 月以降新規に登録される場合はご

注意ください。 

 

5. 内規の公開 

2023 年 3 月 24 日にユーザーグループに関連する内規を公開しました。 

詳細は、以下を参照ください。 

https://contents.nii.ac.jp/korekara/rule 

以上 
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i 図書館システム・ネットワーク 

現在の目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL）など、図書館がシステムを通じて相互に連

携・協力を行うためのネットワーク。NACSISCAT/ILL を中心とした図書館システム・ネットワーク

では、共同利用システムである NACSIS-CAT/ILL に、参加機関が運用する図書館システムが

CATP プロトコルで接続して（一部 WebUIP、Z39.50）書誌情報及び所蔵情報を共有し、30 年以

上にわたり印刷体を主とした目録業務や相互利用業務を効率的に行ってきた。 
 
これからの学術情報システムの在り方について（2019） 
https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2021-02/korekara_doc20190215_0.
pdf 

                                                       




